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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第17期
第２四半期
連結累計期間

第18期
第２四半期
連結累計期間

第17期
第２四半期
連結会計期間

第18期
第２四半期
連結会計期間

第17期

会計期間

自平成21年
12月１日
至平成22年
５月31日

自平成22年
12月１日
至平成23年
５月31日

自平成22年
３月１日
至平成22年
５月31日

自平成23年
３月１日
至平成23年
５月31日

自平成21年
12月１日
至平成22年
11月30日

売上高（千円） 31,814,13832,078,82715,916,01016,159,23762,407,758

経常利益（千円） 654,6491,180,634249,934 572,4881,091,359

四半期（当期）純利益（千円） 212,357 293,056 40,945 187,278 291,241

純資産額（千円） － － 8,287,2839,115,2688,904,426

総資産額（千円） － － 22,409,08523,348,17223,213,548

１株当たり純資産額（円） － － 53,052.5355,341.6554,061.57

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
1,359.451,779.24 262.12 1,137.031,860.55

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 37.0 39.0 38.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
976,1321,620,916 － － 2,051,693

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△795,423△298,569 － － △1,216,102

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
827,499△527,303 － － 910,428

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,882,2893,400,6812,609,966

従業員数（名）

（ほか、平均臨時従業員数） 
－ － 1,059(3,147)961(2,875)1,016(3,106)

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。 

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社における異動もありません。 

　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成23年５月31日現在

従業員数（人） 961(2,875)

（注）1.従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しており

ます。

2.臨時従業員数は、１日８時間換算による平均人員であります。

 

(2）提出会社の状況

 平成23年５月31日現在

従業員数（人） 960(2,874)

（注）1.従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は、当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しておりま

す。

2.臨時従業員数は、１日８時間換算による平均人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、仕入及び販売の状況】

(1）生産実績

　該当事項はありません。

 

(2）仕入実績

　当第２四半期連結会計期間の仕入実績を商品区分別に示すと、次のとおりであります。

商品区分
当第２四半期連結会計期間
(自　平成23年３月１日
至　平成23年５月31日)

前年同期比（％）

日用雑貨（千円） 7,056,379 106.4

加工食品（千円） 2,982,467 90.9

その他（千円） 212 16.7

合計（千円） 10,039,060 101.3

（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を商品区分別及び地域別に示すと、次のとおりであります。

 

ａ.商品区分別売上高

商品区分
当第２四半期連結会計期間
(自　平成23年３月１日
至　平成23年５月31日)

前年同期比（％）

日用雑貨売上（千円） 12,075,579 104.1

加工食品売上（千円） 4,022,648 94.5

その他（千円） 61,009 112.2

合計（千円） 16,159,237 101.5

（注）1.上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

2.その他売上高は、フランチャイズ店への消耗品売上高等であります。
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ｂ.地域別売上状況

 地　域 売上高(千円)
構成比
（％）

前年同期比
(％)

四半期連結会計
期間末店舗数

（店）

北海道 931,648 5.8 100.5 46

東北 476,340 2.9 85.9 35

関東 7,946,720 49.2 103.0 293

中部 1,339,389 8.3 101.8 63

近畿 2,455,168 15.2 102.5 101

中国 290,923 1.8 108.4 13

四国 － － － －

九州・沖縄 756,812 4.7 97.6 28

海外（中国） 858 0.0 4.5 －

フランチャイズ店 1,879,915 11.6 99.8 231

その他 81,460 0.5 136.5 －

合計 16,159,237 100.0 101.5 810

（注）1.上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

2.フランチャイズ店売上高は、フランチャイズ店への商品供給による卸売上高であります。

3.その他売上高は、フランチャイズ店への消耗品売上高等であります。

 

ｃ.単位当たりの売上状況

摘要
当第２四半期連結会計期間
(自　平成23年３月１日
至　平成23年５月31日)

前年同期比（％）

売上高（千円） 14,197,862 101.6

１㎡当たり売上高
売場面積（平均）（㎡） 207,679.37 96.3

１㎡当たり期間売上高（千円） 68 106.3

１人当たり売上高
従業員数（平均）（人） 3,650 93.3

１人当たり期間売上高（千円） 3,890 109.0

（注）1.売上高は、直営店における売上高であり、フランチャイズに対する商品供給等は含んでおりません。

2.売場面積（平均）は、直営店の稼動月数を基礎として算出しております。

3.従業員数（平均）は、直営店舗の所属の人数であります。なお、臨時従業員数は期中加重平均（１人１日８時間換

算）で算出し、加算しております。

4.上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第２四半期連結会計期間（平成23年３月１日～平成23年５月31日）におけるわが国経済は、新興国を中心とした

世界経済の回復と政府の景気対策の効果等により、景気の持ち直しが見られたものの、昨年夏から続く円高基調と厳

しい雇用情勢により依然として厳しい状況で推移いたしました。加えて、平成23年３月11日に発生した東日本大震災

とその後の福島第一原子力発電所の事故の影響により、更に深刻な状況となっております。

　小売業界におきましては、雇用者所得の伸び悩みによる消費の低迷が依然として続いておりますが、お客様のニーズ

を的確に捉える企業の支持率が高まる状況でもあります。

　このような状況の中、引き続きお客様の支持を得られる商品開発に努めるとともに、品質の向上を図ってまいりまし

た。また、店舗におきましては、地域特性を生かし再来店いただけるような接客の強化を図ってまいりました。

　なお、店舗数の推移は当第２四半期連結会計期間におきまして、出店７店舗、退店20店舗となり、当第２四半期連結会

計期間末の店舗数は810店舗となりました。

　前期より回復の兆しが見えておりました既存店舗につきましては堅調に推移し、東日本大震災後の日用品の需要増

加、節約志向の高まりとあいまって、当第２四半期連結会計期間の既存直営店売上高前年比は104.7％で推移しており

ます。　

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間の業績は、売上高161億59百万円（前年同四半期比101.5％）となり、営業利

益５億54百万円（前年同四半期比259.9％）、経常利益５億72百万円（前年同四半期比229.1％）、四半期純利益１億

87百万円（前年同四半期比457.4％）となりました。

　売上高の構成は、直営店売上高141億97百万円（構成比率87.9％、前年同期比101.6％）、ＦＣ店売上高18億79百万円

（構成比率11.6％、前年同期比99.8％）、その他売上高81百万円（構成比率0.5％、前年同期比136.5％）であります。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業活動により12億90百万円

増加、投資活動により99百万円減少、財務活動により２億45百万円減少し、期末残高34億円と第１四半期連結会計期間

末比９億45百万円増加となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により増加した資金は12億90百万円（前年同四半期は20億32百万円の減少）となりました。

　主な内訳は、税金等調整前四半期純利益４億47百万円に対して、たな卸資産の減少２億96百万円、仕入債務の増加２

億46百万円が加算項目、未収入金の増加１億54百万円が減算項目となりました。

　なお、前年同四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であり、仕入債務等29億28百万円の決済が前第２四半期連結

会計期間にずれこんだことが主たる要因であります。　

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により減少した資金は99百万円（前年同四半期は３億23百万円の減少）となりました。

　主な内訳は、敷金保証金の返還による収入79百万円、新規出店及び既存店改装による有形固定資産の取得支出１億33

百万円等であります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により減少した資金は２億45百万円（前年同四半期は４億94百万円の増加）となりました。

　主な内訳は、長期借入金の返済による支出２億27百万円等であります。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

　特記すべき事項はありません。

 

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第２四半期連結会計期間においては、収益性の低い店舗の閉鎖を進め店舗数は減少しましたが、既存店売上高の増

加により、ほぼ想定通りの業績となりました。今後につきましては、顧客の節約志向が高まっている状況を潜在顧客開

拓、出店の好機と捉え積極出店を進めてまいります。また、商品調達面におきましても、好転した環境を活かして、より

品質のよい商品の提供と収益性の向上を目指します。

 

(6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　キャッシュ・フローの状況については「(2) キャッシュ・フローの状況」に記載のとおりであります。当社は基本

的には回転差資金と償却前利益から生まれる営業キャッシュ・フローを直営店の新規出店投資に投下するという資

金構造になっております。今後、新規出店に加え、既存店の改装投資やシステム投資により営業キャッシュ・フローを

超過する設備投資を実施する場合があります。

 

EDINET提出書類

株式会社キャンドゥ(E03377)

四半期報告書

 7/30



第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重

要な変更はありません。

　また、前四半期連結会計期間末に計画していた設備計画のうち、直営店新設３店舗及び情報システム投資、既存店

のリフレッシュ等、投資総額148,845千円が完了しております。なお、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計

画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 420,000

計 420,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在

発行数（株）
(平成23年５月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成23年７月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 167,702 167,702
東京証券取引所

市場第一部

当社は単元株制

度は採用してお

りません。

計 167,702 167,702 － －

　

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年３月１日～

平成23年５月31日
－ 167,702 － 3,028,304 － 3,065,674
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（６）【大株主の状況】

　 平成23年５月31日現在

氏名又は名称 住所

 

所有株式数

（株）

 

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合

 （％）

 野村信託銀行株式会社

 （信託口2052062）
　東京都千代田区大手町二丁目２番２号 ※53,689 32.01

 野村信託銀行株式会社

 （信託口2052063）
　東京都千代田区大手町二丁目２番２号 ※22,320 13.30

 野村信託銀行株式会社

 （信託口2052064）
　東京都千代田区大手町二丁目２番２号 ※2,600 1.55

 城戸 恵子 　東京都港区 2,600 1.55

 城戸 博司 　埼玉県川口市 951 0.56

 日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
　東京都中央区晴海一丁目８番11号 ※887 0.52

 日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口１）
　東京都中央区晴海一丁目８番11号 ※772 0.46

 日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
　東京都港区浜松町二丁目11番３号 ※684 0.40　　　　

 従業員持株会 　東京都板橋区板橋三丁目９番７号 622 0.37

 日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口６）
　東京都中央区晴海一丁目８番11号 ※581　　 0.34

計 － 85,706 51.10

（注）１. ※はすべて信託業務に係るものであります。

２．野村信託銀行株式会社（信託口）には包括信託契約により受託した信託財産が含まれており、信託契約上議決

権について城戸博司氏が53,689個、有限会社ケイコーポレーションが22,320個、城戸一弥氏が2,600個の指図権を留

保しております。

３. 発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数第３位を切り捨てて表示しております。 

４．上記のほか、自己株式が2,993株あります。　

５．城戸博司氏は、平成23年２月に逝去いたしました。城戸博司氏名義の株式に係る相続手続は、本報告書提出日現

在、未了であります。

　　　　　　　　

EDINET提出書類

株式会社キャンドゥ(E03377)

四半期報告書

10/30



（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　　　2,993 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   　164,709 164,709   
当社は単元株制度は採

用しておりません。

単元未満株式 　　　　　 　　－ － －

発行済株式総数  　  167,702   － －

総株主の議決権 － 164,709   －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が１株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成23年５月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対する所
有株式数の割合（％）

株式会社キャンドゥ

東京都板橋区

板橋三丁目　９

番７号　

2,993 － 2,993 1.8

計 － 2,993 － 2,993 1.8

　

　

２【株価の推移】

（当該四半期累計期間における月別最高・最低株価）

月別
平成22年
12月

平成23年
１月

 
２月

 
３月

 
４月

 
５月

最高（円） 72,40074,50074,80074,30075,00076,000

最低（円） 67,20070,40072,00059,80073,00072,600

（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年12月１日から平成22年５月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成23年３月１日から平成23年５月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年12月１日から

平成23年５月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成22年３月１日から平

成22年５月31日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年12月１日から平成22年５月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成23年３月１日から平成23年５月31日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年12月１日から平成23年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,405,750 2,615,032

受取手形及び売掛金 360,427 387,331

商品 5,937,505 6,562,500

未収入金 1,838,647 1,824,271

その他 1,270,587 455,847

貸倒引当金 △18,772 △18,848

流動資産合計 12,794,145 11,826,135

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,279,177 3,068,973

その他（純額） 1,734,633 1,904,124

有形固定資産合計 ※1
 5,013,811

※1
 4,973,097

無形固定資産 87,863 103,575

投資その他の資産

敷金及び保証金 4,499,322 4,609,828

その他 1,023,894 1,822,314

貸倒引当金 △44,864 △121,402

投資損失引当金 △26,000 －

投資その他の資産合計 5,452,352 6,310,740

固定資産合計 10,554,027 11,387,413

資産合計 23,348,172 23,213,548

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,691,986 8,136,164

1年内返済予定の長期借入金 909,600 909,600

未払法人税等 597,662 483,252

資産除去債務 10,722 －

その他 2,205,499 1,416,200

流動負債合計 11,415,470 10,945,217

固定負債

長期借入金 787,000 1,241,800

退職給付引当金 541,929 423,780

資産除去債務 600,712 －

負ののれん 609,377 628,420

その他 278,412 1,069,902

固定負債合計 2,817,433 3,363,904

負債合計 14,232,903 14,309,122
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年11月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,028,304 3,028,304

資本剰余金 3,065,674 3,065,674

利益剰余金 3,323,084 3,112,382

自己株式 △277,017 △277,017

株主資本合計 9,140,045 8,929,343

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2,674 △2,431

為替換算調整勘定 △22,102 △22,485

評価・換算差額等合計 △24,777 △24,917

純資産合計 9,115,268 8,904,426

負債純資産合計 23,348,172 23,213,548
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年12月１日
　至　平成22年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年12月１日
　至　平成23年５月31日)

売上高 31,814,138 32,078,827

売上原価 20,303,651 20,388,874

売上総利益 11,510,487 11,689,953

販売費及び一般管理費 ※1
 10,942,140

※1
 10,537,582

営業利益 568,346 1,152,371

営業外収益

受取事務手数料 37,661 38,847

デリバティブ評価益 22,926 2,112

負ののれん償却額 28,770 19,043

その他 17,806 9,991

営業外収益合計 107,166 69,993

営業外費用

支払利息 16,884 18,679

為替差損 － 13,256

雑損失 3,979 9,794

営業外費用合計 20,863 41,730

経常利益 654,649 1,180,634

特別利益

受取補償金 72,011 63,092

貸倒引当金戻入額 － 16,628

その他 － 177

特別利益合計 72,011 79,898

特別損失

固定資産除却損 71,510 111,912

減損損失 64,268 80,811

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 250,277

災害による損失 － ※2
 50,472

その他 1,392 27,446

特別損失合計 137,171 520,921

税金等調整前四半期純利益 589,489 739,611

法人税等 377,131 446,555

少数株主損益調整前四半期純利益 － 293,056

四半期純利益 212,357 293,056
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年５月31日)

売上高 15,916,010 16,159,237

売上原価 10,215,184 10,296,028

売上総利益 5,700,825 5,863,208

販売費及び一般管理費 ※1
 5,487,506

※1
 5,308,852

営業利益 213,318 554,356

営業外収益

受取事務手数料 18,944 19,716

負ののれん償却額 9,521 9,521

その他 19,755 6,910

営業外収益合計 48,220 36,148

営業外費用

支払利息 9,840 9,084

為替差損 － 6,428

雑損失 1,765 2,503

営業外費用合計 11,605 18,016

経常利益 249,934 572,488

特別利益

受取補償金 50,780 6,750

貸倒引当金戻入額 － 13,716

その他 － 177

特別利益合計 50,780 20,643

特別損失

固定資産除却損 58,708 15,921

減損損失 47,824 52,551

災害による損失 － ※2
 50,472

その他 420 26,716

特別損失合計 106,953 145,662

税金等調整前四半期純利益 193,761 447,469

法人税等 152,815 260,191

少数株主損益調整前四半期純利益 － 187,278

四半期純利益 40,945 187,278
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年12月１日
　至　平成22年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年12月１日
　至　平成23年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 589,489 739,611

減価償却費 380,159 427,469

減損損失 64,268 80,811

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 250,277

負ののれん償却額 △28,770 △19,043

長期前払費用償却額 17,381 18,727

貸倒引当金の増減額（△は減少） 111,723 △76,614

退職給付引当金の増減額（△は減少） 43,767 118,148

受取利息及び受取配当金 △1,522 △1,335

支払利息 16,884 18,679

デリバティブ評価損益（△は益） △22,926 △2,112

為替差損益（△は益） △3,194 3,389

固定資産除却損 41,279 83,304

固定資産売却損益（△は益） － △177

長期前払費用償却額（特別損失） 1,392 1,446

売上債権の増減額（△は増加） 3,750 26,904

たな卸資産の増減額（△は増加） 314,696 624,473

仕入債務の増減額（△は減少） △375,920 △442,993

未収入金の増減額（△は増加） 136,166 42,265

未払金の増減額（△は減少） △38,869 25,052

その他の資産の増減額（△は増加） △25,371 125,957

その他の負債の増減額（△は減少） △65,869 17,684

小計 1,158,515 2,061,927

利息及び配当金の受取額 201 311

利息の支払額 △8,840 △7,696

法人税等の還付額 1,090 52

法人税等の支払額 △174,833 △433,677

営業活動によるキャッシュ・フロー 976,132 1,620,916

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △658,632 △248,124

無形固定資産の取得による支出 △28,403 △951

資産除去債務の履行による支出 － △57,206

貸付けによる支出 △2,000 －

貸付金の回収による収入 3,778 996

長期前払費用の取得による支出 △11,911 △20,314

出資金の払込による支出 △1,089 －

敷金及び保証金の差入による支出 △201,983 △84,838

敷金及び保証金の回収による収入 104,819 111,870

投資活動によるキャッシュ・フロー △795,423 △298,569
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年12月１日
　至　平成22年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年12月１日
　至　平成23年５月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △800,000 －

長期借入れによる収入 2,000,000 －

長期借入金の返済による支出 △232,000 △454,800

リース債務の返済による支出 △61,743 －

配当金の支払額 △78,756 △72,503

財務活動によるキャッシュ・フロー 827,499 △527,303

現金及び現金同等物に係る換算差額 6,367 △4,328

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,014,576 790,714

現金及び現金同等物の期首残高 867,712 2,609,966

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,882,289

※1
 3,400,681
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　当第２四半期連結累計期間

（自　平成22年12月１日

　　至　平成23年５月31日）　

会計処理基準に関する事項の

変更

　資産除去債務に関する会計基準の適用

　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第

18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　これにより、営業利益及び経常利益は、それぞれ62,174千円減少、税金等調整前四半期純

利益は、254,614千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債

務の変動額は628,309千円であります。

　

　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間

(自　平成22年12月１日

　 至　平成23年５月31日) 

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当

第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。　

　

当第２四半期連結会計期間

(自　平成23年３月１日

　 至　平成23年５月31日) 

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当

第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。　
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年12月１日
  至　平成23年５月31日)

固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、当連結会計年度に係る減価償却費の額を

期間按分して算定する方法によっております。

　

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年12月１日
　 至　平成23年５月31日) 

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当

期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年５月31日）

前連結会計年度末
（平成22年11月30日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、3,453,354千円で

あります。また、減損損失累計額は、1,249,398千円であ

ります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、3,188,061千円で

あります。また、減損損失累計額は、1,322,328千円であ

ります。

２．当社においては、運転資金の効率的な調達を行うた

め取引銀行と当座貸越契約を締結しております。これ

ら契約に基づく当第２四半期連結会計期間末の借入未

実行残高は次のとおりであります。

２．当社においては、運転資金の効率的な調達を行うた

め取引銀行と当座貸越契約を締結しております。これ

ら契約に基づく当連結会計年度末の借入未実行残高は

次のとおりであります。

  (千円)

当座貸越極度額 3,100,000

借入実行残高 －

差引額 3,100,000

  (千円)

当座貸越極度額 3,100,000

借入実行残高 －

差引額 3,100,000

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年５月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年５月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

地代家賃 3,406,202千円

雑給 2,747,726千円

貸倒引当金繰入額 111,724千円

退職給付費用 53,226千円

地代家賃 3,406,321千円

雑給 2,556,027千円

退職給付費用 133,630千円

―　

　

※２．平成23年３月11日に発生した東日本大震災に伴う費

用について、現時点で認識されているものを計上してお

ります。被害を受けた資産の主なものは、建物及び構築

物、工具器具及び備品、並びにたな卸資産等であります。

 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年５月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。

地代家賃 1,696,160千円

雑給 1,381,285千円

貸倒引当金繰入額 5,791千円

退職給付費用 26,613千円

地代家賃 1,695,194千円

雑給 1,279,808千円

退職給付費用 66,815千円

―　

　

※２．平成23年３月11日に発生した東日本大震災に伴う費

用について、現時点で認識されているものを計上してお

ります。被害を受けた資産の主なものは、建物及び構築

物、工具器具及び備品、並びにたな卸資産等であります。

 

EDINET提出書類

株式会社キャンドゥ(E03377)

四半期報告書

21/30



（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年５月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年５月31日）

※１. 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年5月31日現在）

※１. 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年5月31日現在）

現金及び預金 1,887,354千円

預入期間が3ヶ月を超える定期預金 △5,065千円

現金及び現金同等物 1,882,289千円

現金及び預金 3,405,750千円

預入期間が3ヶ月を超える定期預金 △5,068千円

現金及び現金同等物 3,400,681千円

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年５月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年12月１日　至　

平成23年５月31日）

１．発行済株式の種類及び総数  

　　普通株式　　167,702株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　2,993株 

 

３．新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

  

４．配当に関する事項

　（1）　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円） 

1株当たりの
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成23年２月25日

定時株主総会 
普通株式 82,354　 500平成22年11月30日平成23年２月28日利益剰余金

　

　（2）　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

　　　 期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円） 

1株当たりの
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成23年７月14日

取締役会
普通株式 82,354　 500平成23年５月31日平成23年８月25日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日）

　当社及び連結子会社の事業は、日用雑貨及び加工食品の小売店舗チェーン展開を主たる目的とした単一事業

であります。従いまして、開示対象となるセグメントはありませんので、該当事項はありません。 

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年12月１日　至　平成22年５月31日）

　当社及び連結子会社の事業は、日用雑貨及び加工食品の小売店舗チェーン展開を主たる目的とした単一事業

であります。従いまして、開示対象となるセグメントはありませんので、該当事項はありません。 

 

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日）

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載

を省略しております。

 

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年12月1日　至　平成22年５月31日）

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載

を省略しております。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日）

　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

 

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年12月1日　至　平成22年５月31日）

　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自　平成22年12月１日　至　平成23年５月31日）及び当第２四半期連結会計期間

（自　平成23年３月１日　至　平成23年５月31日）

　　　当社グループは、日用雑貨及び加工食品の小売店舗チェーン展開を主たる目的とした単一事業であるため、セグメ

ントの記載を省略しております。

　

　　　（追加情報）

　　　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20

年３月21日）を適用しております。　
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（金融商品関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成23年５月31日）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はあり

ません。

　

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年５月31日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はあり

ません。

　

 

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年５月31日）

　デリバティブ取引の契約額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありません。

　

 

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成23年３月１日　至　平成23年５月31日）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年５月31日）

前連結会計年度末
（平成22年11月30日）

１株当たり純資産額 55,341.65円 １株当たり純資産額 54,061.57円

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年５月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額 1,359.45円 １株当たり四半期純利益金額 1,779.24円

　（注）1.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、

記載しておりません。

　　　　2.１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年５月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年５月31日）

四半期純利益（千円） 212,357 293,056

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 212,357 293,056

期中平均株式数（株） 156,209 164,709

 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額 262.12円 １株当たり四半期純利益金額 1,137.03円

　（注）1.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、

記載しておりません。

　　　　2.１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年５月31日）

四半期純利益（千円） 40,945 187,278

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 40,945 187,278

期中平均株式数（株） 156,209 164,709

 

（重要な後発事象）

当第２四半期連結会計期間（自　平成23年３月１日　至　平成23年５月31日）

　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成23年３月１日　至　平成23年５月31日）

　重要なリース取引がないため、記載を省略しております。
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２【その他】

　平成23年７月14日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・82,354千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・500円

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・平成23年８月25日

　

（注）平成23年５月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年７月14日

株式会社キャンドゥ

取締役会　御中

有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　保範　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　憲次　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社キャンドゥ

の平成21年12月１日から平成22年11月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年３月１日から平成22

年５月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年12月１日から平成22年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キャンドゥ及び連結子会社の平成22年５月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

　　　   報告書提出会社）が別途保管しております。

 　　  ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年７月14日

株式会社キャンドゥ

取締役会　御中

有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 芝田　雅也　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　憲次　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社キャンドゥ

の平成22年12月１日から平成23年11月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年３月１日から平成23

年５月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年12月１日から平成23年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キャンドゥ及び連結子会社の平成23年５月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

　　　   報告書提出会社）が別途保管しております。

 　　  ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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